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野
鳥
の
か
し
ま
し
い
ほ
ど
の
さ
え
ず
り
が
天
空
を
覆
う

よ
う
に
降
っ
て
く
る
。
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
の
黄
色
い
花
が
終

わ
り
か
け
て
い
た
。
道
北
の
短
い
夏
に
陰
り
を
感
じ
、
湿

原
を
巡
る
雨
上
が
り
の
木
道
を
歩
み
な
が
ら
思
い
浮
か

ん
だ
の
は
、「
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
で
」
と
い
う
歌
で
あ
る
。

１
９
７
０
年
代
に
よ
く
口
ず
さ
ん
だ
。

　

海
の
匂
い
を　

風
は
運
ぶ
よ

　

朝
日
に
向
か
っ
て　

口
笛
吹
く
と

　

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の　

黄
色
い
花
が

　

あ
な
た
と
私
の　

ま
わ
り
で
笑
う

　

お
お
ら
ら
ら
ら
ら
ら
ら　

お
お
ら
ら
ら

　

あ
な
た
と
私
の　

ま
わ
り
で
笑
う

　
　
　
（
二
、三
番
省
略
）

　

１
９
７
１
年
７
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
局
が
「
新
し
い
北
海

道
の
歌
」
と
し
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
毎
週
放
送
し
た
。

東
京
出
身
で
１
９
４
５
年
に
士
別
市
に
開
拓
で
入
っ
た
、

詩
人
で
児
童
文
学
者
の
友
田
多
喜
雄
の
詩
に
、
自
治
労
組

合
員
だ
っ
た
八
子
政
信
が
曲
を
付
け
た
。
八
子
氏
に
は
、

そ
の
後
、何
度
か
お
目
に
か
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
が
、ゆ
っ

く
り
お
話
を
伺
う
機
会
は
な
か
っ
た
。

　

全
道
庁
青
年
婦
人
部
が
70
年
代
に
発
行
し
た
歌
集
「
う

た
う
仲
間
」
に
作
品
が
収
録
さ
れ
、
自
治
労
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
な
ど
で
も
よ
く
歌
わ
れ
た
。

　

私
が
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
を
記
憶
に
焼
き
付
け
た
の
は
こ

の
歌
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
81
年
、
突
如
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

の
南
に
位
置
す
る
幌
延
町
に
核
廃
棄
物
の
処
分
場
計
画
が

浮
上
し
、
一
気
に
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、「
サ
ロ
ベ

ツ
の
自
然
を
核
の
ゴ
ミ
で
汚
す
な
」
と
い
う
大
き
な
声
と

な
っ
た
。

　

歌
集
の
解
説
に
は
、「
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
は
、
日
本
最
北

の
湿
原
で
、
現
在
、
開
発
か
国
立
公
園
指
定
か
で
激
し
く

争
っ
て
い
る
地
域
で
す
」
と
あ
る
。

　

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
は
北
海
道
の
北
部
、
宗
谷
管
内
豊
富
町

と
幌
延
町
の
海
岸
線
沿
い
に
広
が
る
湿
地
で
、
湿
原
の
規

模
は
東
西
７
キ
ロ
、
南
北
28
キ
ロ
、
面
積
２
３
０
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
日
本
有
数
の
大
湿
原
で
あ
る
。

日
差
し
が
強
ま
る
初
夏
に
は
、
１
０
０
種
類
以
上
の
花
が

湿
原
全
体
を
彩
り
、
独
特
の
植
生
が
豊
に
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
部
は
サ
ロ
ベ
ツ
原
生
花
園
と
呼
ば
れ
る
。
湿
原

の
中
を
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
サ
ロ
ベ
ツ
川
は
、
天
塩
川
と
合

流
し
て
天
塩
町
で
日
本
海
に
注
い
で
い
る
。

　

確
か
に
当
時
、
利
尻
礼
文
国
定
公
園
に
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

を
加
え
て
国
立
公
園
に
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
１
９
７
４

年
９
月
20
日
、「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
」
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
観
光
事
業
へ
の
期
待
感
も
大
き
か
っ

た
。
２
０
０
５
年
11
月
８
日
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
に
な
っ
た
。

　

札
幌
方
面
か
ら
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
を
目
指
す
場
合
、
日
本

海
沿
岸
を
国
道
２
３
２
号
で
北
上
し
、
天
塩
町
か
ら
天
塩

川
を
渡
っ
て
海
側
の
道
道
１
０
６
号
を
行
く
と
、
幌
延
の

サロベツ原野の牧草地から見る利尻山

青 木 和 弘

宗谷管内・豊富町

サロベツ原野
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郷
土
の
自
慢　

豊
富
町
の
豊
富
温
泉
は
大
変
珍
し
い
湯
だ
。
濃

い
食
塩
泉
な
の
だ
が
、
何
と
石
油
が
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

皮
膚
病
に
効
く
と
い
う
の
で
、
全
国
か
ら
湯
治
に
訪
れ
る
人
々

が
絶
え
な
い
。
ひ
ど
い
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
完
治
し
た
と

い
う
報
告
も
あ
る
。
町
の
日
帰
り
温
泉
施
設
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」（
豊
富
町
豊
富
温
泉
、
電

話
０
１
６
２
・
82
・
１
７
７
７
）

に
は
、
湯
治
専
門
の
浴
室
も
設
け

ら
れ
、
一
般
客
に
気
兼
ね
な
く
入

浴
で
き
る
。
一
般
浴
室
の
湯
は
油

分
を
濾
（
こ
）
し
て
い
る
が
、
よ

く
温
ま
る
い
い
湯
だ
。
ぜ
ひ
、
一

度
、
お
試
し
あ
れ
。
石
油
臭
は
な

か
な
か
取
れ
な
い
が
、
２
、３
日

で
気
に
な
ら
な
く
な
る
。

オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
所
が
出
迎
え
る
。
平
ら
な
道
を
北

上
し
、
道
々
９
７
２
号
へ
右
折
し
て
パ
ン
ケ
沼
方
面
に
進

む
と
幌
延
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
一
方
、
北
上
を

続
け
、
豊
富
町
市
街
へ
向
か
う
道
道
４
４
４
号
沿
い
に
サ

ロ
ベ
ツ
湿
原
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
生
花
園
を

散
策
で
き
る
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
は
、
渡
り
鳥
の
重
要
ル
ー
ト
で
、
風
力
発
電
所
に

鳥
が
衝
突
す
る
事
故
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
全
世
界

で
増
え
続
け
て
い
る
風
力
発
電
の
適
地
と
い
わ
れ
る
道
北

に
あ
っ
て
、新
た
な
課
題
に
遭
遇
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

乾
燥
化
が
進
む
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
で
は
自
然
再
生
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
捕
獲
量
が
激
減
し
た
「
天
塩
の
シ
ジ

ミ
」
で
は
な
い
が
、
現
代
人
の
活
動
と
自
然
の
営
み
を
、

う
ま
く
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
よ

う
だ
。

サロベツ湿原センターの木道。途中に展望デッキも設置されている


